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取り組むのか

司会 この座談会は「非営利・協同と宗教」とい
うテーマですが、もともと非営利・協同という分
野というのは、その発生からしまして宗教と非常
に関係があるものと思っております。
また、ＮＧＯそれからＮＰＯの分野も、この非

営利・協同の一分野であろうかと思っております。
たとえば国連で協同組合というものが世界最大の
ＮＧＯだというふうに規定しておりますけれども、
日本でも、たとえば賀川豊彦というキリスト教の
人が、政党をつくったり労働組合をつくったり、
無産者の診療所をつくったり、農民運動をやった
りということで、非常にオールマイティーな活動
をした人がいて、彼が目指したものは、やはりこ
の当時の世界的な思想である、今われわれが言う
非営利・協同の運動ではないかなと思っています。
そういった伝統を引き継いで、私たちの非営利

・協同組織運動というものを考えていこうという
ことで、今回掲げましたテーマは極めて新しい、
あまりこれまで取り上げてこなかった問題かなと
いうことで、あえて「非営利・協同と宗教」とい
うことでお話をしていただくと。
まず、若井先生は、

『平 和・人 権・ＮＧ
Ｏ』などたくさんの本
と論文、報告書を出さ
れて、これはもう列挙
できないぐらいいろい
ろお書きになられてお
りますけれども、先生
から国際保健医学、そ
れからＮＧＯというも

のの現在の役割について、先生のお考えやＮＧＯ
になぜ熱心に取り組まれているのか、お話いただ
けたらと思います。

若井 わたしがＮＧＯに関わりはじめたのは、ま
だ世の中がＮＧＯという言
葉を知らない時代だったの
ですね。私はキリスト教徒
なので、日本キリスト教海
外医療協力会という、日本
でもかなり早い時期に設立
された、すでに４０年を経過
している保健分野でのＮＧ

Ｏに若いときから参加していまして、私が卒業し
てしばらくしてその会があるのを知り、参加しま
した。
１９８１年にその団体から台湾に派遣されまして、
１年間そちらで働いた経験があります。その関係
で私が、この団体の責任を４年間臨床を辞めて、
といっても臨床も多少やっていましたが、そこの
事務局をやりました。
そういう関係で、その後もＮＧＯに関しては関

心をもっています。他のＮＧＯに関してもかかわ
っている次第です。
そのＮＧＯとＮＰＯという言葉が併記される形

でいわれていますが、私は全然違うと思っている
のです。これは私の主張の１つですが。
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ＮＰＯというのは単に、非営利ということを謳
っているだけであって、政府との関係で自分たち
の立場はどうかということは何も言っていないの
ですね。

高柳 この研究所もＮＰＯなのですが。

若井 ＮＰＯが、その明確な政治的主張を持って
いるかどうかが重要です。政治的という意味は、
良い意味できちっとした自分たちのよって立つ基
盤をもっているという意味で、もともとのＮＧＯ
が発生した根拠はそこにあります。
最初に、英国でＮＧＯというのが発生して、か

なり大きな力を持っているわけです。そういった
ところでは、明確な政府に対する政策の違いとい
うものがある場合には、それを批判するとか、批
判的に対峙している。あるいは、一緒にやれるこ
とはやるというようなことが明確になっているの
です。日本の場合は、ＮＰＯ法人という名前でひ
とくくりになってしまったために、そういう意味
での政治的な自分たちの信念とか、方針が曖昧に
なってきているのではないかと思います。

司会 先生はこういう運動に、ご専門の脳神経外
科というようなことをちょっと差し置いてという
か、それと一緒に、同時に、いろいろな第三世界
の人たちのためにやってきました。先生の個人的
なヒストリーといいますか、どういう思いでＮＧ
Ｏといった運動に挺身なされたといいますか、そ
ういうところをちょっとお話いただければと思い
ます。

若井 私は、最初卒業してから医師になって、研
修を２年ほどいたしまして、そのあと外科が自分
は向いている、と。中でも脳神経科というのは、
まだできた頃のかなり新しいところでした。そこ
で面白そうだというので入ったのです。
その後いろいろな紆余曲折を経て、基本的には

その頃からすでにＮＧＯに関わっていたというこ
ともありまして、１９８１年に台湾に行ったのも、Ｎ
ＧＯの日本キリスト教海外医療協会というところ
から派遣されて台湾に１年間行ったわけです。そ
れは、自分の専門の脳神経外科を行ったわけです。

私のライフヒストリーというか、ずっと脳神経外
科をやろうとは思っていなかったのです。
自分がこの年にはどういうことをしたらいいか

ということをある程度頭に描きながらやっていた
ものですから。外科医というのは非常に短命です
から、そんなに長くは自分でプラクティスできな
いですね。
私も実際に脳神経外科医としてやったのは１０年

そこそこです。そのあとＮＧＯでやったり、その
あと幸いなことに大学で教えたり、研究したりす
るチャンスができてきたわけです。
そういうなかで、私の今のライフヒストリーの

最終的な段階として、世界にどうしてこれだけの
不公正、不公平な構造があるのかということを、
これはＮＧＯの立場からもそうですし、私が国際
地域保健学講座というなかで、国際保健の働きを
している理由は、とくに発展途上国からの留学生
が半数いる、その人たちと、日ごろ英語で全部コ
ミュニケーションするわけです。そういった第三
世界の人たちの、実際の現場も私ももう何百回と
見ています。そういったなかで、そういう不公正
を、私たち大学にいる者も、大学にいない人たち
も、ＮＧＯの人たちも、どうしてこういう不公正
がその世界に存在しているのかということを、き
ちっと１人ひとりが認識して、それに立ち向かっ
ていくことが必要である。その意味では、国際保
健学というのは非常に政治的な意味を持ったアプ
ローチをしているというふうに言っても過言では
ありません。
実際に欧米の有名な医学雑誌にしても、そうい

う点では、非常に社会的な関心が高いのです。そ
れにたいして非常に悲しいことに、日本で発行さ
れている医学雑誌は、そういう世界の問題などは
扱わないで、非常にテクニカルなことを中心にし
ています。東大の医学系研究科のなかでは、ほと
んどがバイオメディカルリサーチで、「ネイチャ
ー」などの雑誌に出すような、実験系のものが主
流なわけです。
そういったことは、自分たちの関心としてはい

いでしょうけれども、世界の６２億の人たちのうち
の、ほんの僅かな数％くらいの人たちにしか利益
をもたらさないということに、私が力を注ぐこと
は全然意味がないのではないかということです。
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今の職場で集中してそういう問題を、どうしてこ
のような、健康に関しても、それからさまざまな
自分たちの発言とかそういったものが、発展途上
国を中心にして、ほとんどの国で、むしろ疎外さ
れているということに何とか立ち向かっていく。
実際には、私たちが研究をやっているのも、だ

いたいそういった視点を基盤に据えてやっており
ます。

●宗教は本来非営利である

司会 私どもの非営利・協同セクターというのも
やはり、社会的連帯ということが非常に重要なテ
ーマなのですが、往々にしてコミュニティという
ことで、非常に顔の見える範囲でかなり止まって
しまう、グローバル化の視点が弱いというところ
があります。
続きまして、日隈先生はインド哲学からスター

トされたということですが、人権とか平和とか、
われわれがスローガンに掲げている問題について、
宗教的な立場、とくにアジアの世界で宗教者が果
たす役割について、まずお話をお願いします。キ
リスト教の人たちは比較的ミッションで外に出て
行くと思うのですが、アジアの宗教というのは、
その点がまだまだ不十分と言っていいのかわかり
ませんけれども、あまり政治的な問題にコミット
したり、貧困の問題に大きくコミットしたりする
ということが、歴史的にキリスト教と比較すると
相対的に弱いような気がするのです。平和とか人
権といった問題を、今後どういう方向をとってい
けばいいのか、先生がよってきた由縁も含めなが
らちょっとお話いただければと思います。

日隈 この座談会に出るようにと高柳さんに言わ
れたのは、私がＮＧＯにもＮＰＯにもほとんど関

わりのない平均的な社会人
だと思われたのかもしれま
せん。もちろん、関わりは
ありました。たとえば、先
年亡くなったキリスト教の
関屋綾子さん、仏教の近江
幸正さんらの宗教ＮＧＯと
いうのがありました。反核

平和運動の大事な一翼を担ったのです。今ちょっ
と開店休業状態になっていますが。
一方では創価学会も国連にＮＧＯとして登録さ

れていますし、立正佼成会が中心になっている世
界宗教平和会議というのがありまして、これもＮ
ＧＯです。立正佼成会の庭野財団もＮＧＯになっ
ている。それから、かの悪名高い統一協会も、世
界平和女性連合の名でＮＧＯ。こういうものにつ
いての関心が、それなりにいつも私にはあるわけ
ですから。
数年前、営利を目的としない民間の団体に法人

格を与えることを目的としたＮＰＯ法が制定され
ましたときに、文化関係の仲間たちは、ＮＰＯの
議論をしていましたが、あの１７分野の中には宗教
は入っていないのです。

若井 そうでしょうね。

日隈 宗教法人はすでに税法上の優遇措置を受け
ている、公益法人とみなされているわけです。宗
教法人は、本来、非営利でもあるわけです。

若井 そうですね。

日隈 営利をやっているところも結構ありますが。

高柳 お寺さんなんか、建て前と違うところもあ
る。

日隈 営利団体以上に上手なところもあったり、
あくどいところもあったりしますが、建て前は非
営利です。宗教団体イコール宗教法人ではありま
せんけれども。
私は日本共産党の宗教委員会で長く働いていた

のですが、共産党と宗教というのは一番縁の遠い
存在で、いわば水と油、かたき同士ではないか、
といわれたのですね。共産党が勢力を増してくと、
宗教活動が侵害されるとか、いろいろな誤解など
があって。それからわれわれの方にも宗教に対す
るせまい見方もあった。それらを克服し、平和や
人権に立ち上がっている宗教者、宗教団体と協力、
共同するというのが、私たちの課題です。だから、
この研究所の非営利・協同というスローガンは、

4 いのちとくらし研究所報第８号／２００４年８月



そのまま私たちのスローガンでもあるわけです。
私は、学生時代セツルメントをやったのです。

当時１９５７、８年の頃、後にブント（共産主義者同
盟）、これは安保闘争、６０年安保で破産した学生
組織ですが、当時は、日本共産党に代わる革命組
織と彼らは考えていたわけで、セツルメントのな
かにもそれが影響して、地域転換論争があったの
です。私たちは世田谷の引揚者住宅、当時の日本
の、まだ貧困地帯です。そこでセツルメント活動
をしていた。しかし、こういうところでやってち
ゃ駄目だ、日本の革命運動の担い手は労働者階級
だから、もっと労働者の町に行かなければいけな
い、と。学生は、そういうものを指導するために
そこへ行くべきだという、簡単に言えば、セツル
メントの場所を転換しようということですが、学
生イコール革命運動の指導者という思い上がりが
あり、これには私たちはもちろん反対した。だか
ら私たちは地域主義者あるいは地元主義者といわ
れたりもした。後に東大の教授になった広松渉氏
は、筆名で『日本の学生運動』（共著）という本
を出していますが、この中に、セツルメント活動
というのは、本来、ブルジョア的イデオロギーに
立脚するもので、女学生的センチメンタリズムだ、
救済事業で資本主義の諸悪が解決されるという幻
想を植えつける反革命行為だと規定しているので
す。
大学を出てから今日まで、原水爆禁止運動や信

教の自由・政教分離を守る運動で、仏教、キリス
ト教、天理教などの方々とずっと一緒にやってき
ました。
当時、世界を動かしている原動力は何かという

と、これは３つあるというのが、われわれの常識
だったわけです。第１は、社会主義の世界体制。
第２は、資本主義国における労働組合運動をはじ
めとする変革の運動。第３が、民族解放運動。第
２次大戦後、植民地体制が崩壊し、１９６０年に国連
の「植民地独立宣言」がありました。

司会 ６０年代は、植民地解放の時代ですね。

日隈 植民地解放の時代だった。この３つが原動
力だと。いま社会主義世界体制はなくなった。し
かし、世界資本主義の矛盾は依然としてある。南

北問題といわれたアジア、中東、アフリカ、ラテ
ンアメリカの貧困の増大の問題はますます大きく
なってきているわけで、そういう意味では、この
１月の日本共産党の第２３回大会で、今の世界情勢
の第１に植民地体制の崩壊を挙げ、非同盟諸国の
運動の発展と平和の国際秩序の重要性が指摘され
ているのはうなずけます。
私たちは、第２次大戦後の新しい植民地支配の

方法や形態のことを新植民地主義という言い方を
してきたのです。つまり、一応形の上では独立さ
せるけれども、アメリカなどが経済的、政治的に
もその国を握り、軍事援助や軍事同盟で反動政権
を支持していくやり方です。その頃、アジア・ア
フリカ研究所というのが東京に設立され、先年亡
くなった岡倉古志郎さんが所長、私はそこの所員
になりました。
当時は、アジア・アフリカの経済の自立が大き

な課題でした。自力更生というのがスローガンに
なって、そのアジアの自力更生に対して、日本の
経済力がどういうふうに援助できるかというのが
１つの問題でした。
そしてアジア・アフリカ連帯運動の経済版を目

指して、アジア・アフリカ経済委員会というのが
できまして、私はそこからスリランカに派遣され
ることになったのです。ちょうど６４，６５年、大学
院を一時、中退して。スリランカのバンダラナイ
ケ内閣が、中国やその他アジア諸国との友好関係
を結んでいる。そこで、スリランカにビューロー
をつくって、日本からビューロー員として派遣さ
れることになったのです。ところが準備している
間に、バンダラナイケ内閣が倒れちゃったのです。

高柳 面白いよ、先生の話。はじめて聞いた。

日隈 それでビザをもらいに大使館に行ったら、
おまえにはビザは出さないというのです。そこで
私はまた大学院に帰ったわけです。そういうこと
があってアジア・アフリカ研究所に入った。
しかし、宗教の分野のほうがいよいよ忙しくな

り、党の専従にもなったものですから、研究所は、
一向ご無沙汰していますが。今でも名前だけは所
員です。
そこへもってきて、ここのところの世界情勢の
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変動の中で、とりわけＮＧＯの諸分野での、諸地
域の活動を見ていて、うーんと思ったわけです。
つまり私たちがあのころ、たとえば世田谷のど

こかでセツル活動をしていた、それが世界的な規
模で活動するようになったのだなという風に感じ
たわけです。
私たちの世代は世界に出て行くということは考

えられなかった。だから小田実氏の『何でも見て
やろう』は刺激的でした。研究所の学生たちが夏
休みにアジア・アフリカに出かけていくというの
にショックを受けてから３０年、４０年たちまして、
国際的なそういう活動に日本の若い人たちが参加
してきていると。

●地域活動の担い手としての
宗教系組織の伝統

司会 セツルメントの話は、お医者さんの加賀乙
彦さんが最近出された小説『雲の都』の中で、ち
ょうどその頃のセツルメントで今おっしゃられた
批判があったことをエピソードとして描いていま
す。例えばイタリアで今、社会サービス、介護、
障害者運動の社会的協同組合というものがつくら
れているのですが、それらは９０年代くらいからす
ごく伸びてきたのですけれども、やはり日本の５０
年代と同じような議論がありました。すなわちイ
タリアではカソリック系のグループがそういうこ
とに熱心で、それは白い協同組合といわれていた
わけです。一方、赤い協同組合というのがあって、
イタリアのレガという、非常に政治的にも強い社
会党、共産党系の協同組合グループがあって、社
会的連帯の協同組合については後追いになってい
た。その考えはやはりセツルメントの時と同じで、
つまり労働者中心だと。社会的弱者、ルンペンプ
ロレタリアートはあまり政治的パワーはないから、
相手にしないわけです。マルクスの時代の発想と
よく似ていて、世の中の社会的弱者に視野がなく
て、やはり中核であるワーキンググループを中心
にやればいいんだというところがあったと思うの
です。
現代はやはりそういう視点ではもうすでに世の

中は変えられないということで、もっと広い社会
的連帯の、われわれはスローガンとして非営利・

協同といっているのですが、そういった社会的連
帯のあり方が必要だろうと。この非営利協同セク
ターで有名なものは、今いったイタリアのそうい
った社会的協同組合、カトリックグループの推進
するもの。それからスペインにモンドラゴンとい
う、これは労働者の自主管理の、労働者協同組合
というものです。労働者企業ですけれども、５万
人クリアの規模があるのですが、これの創設者も
カトリックの神父さんだったわけです。カナダの
デジャルダ運動という、銀行を持って総合的な活
動をしていまして、それから第三世界に対してか
なり支援活動、ＮＧＯ的な活動をしているグルー
プがあるのですが、これもやはりキリスト教的な
理念をもっている。

日隈 カナダのどこですか？

司会 ケベック州です。フランス語圏であるので
す。反グローバル化で、ヨーロッパでは若者がか
なりそういう反対運動をやっているのですが、日
本の学生などはそのへんの感覚は非常に薄いとい
う点では、日本の問題点かなと思います。

高柳 セツルメントの話が
あったので、ちょっと笑い
話のような話をしますけれ
ども。
１９６１年に私は東京医科歯
科大学の教養に入ったので
す。それで最初にやったの
はセツルメントだったわけ

です。日隈先生などはお分かりだと思いますけれ
ども、文京区などといっても実に汚い町で、有名
な共同印刷だとか凸版印刷などがあって、社長や
何かは西片町の高台に住んでいるわけです。とこ
ろが共同印刷の周辺は、路地に入るとそこがハモ
ニカ長屋、まさに「太陽のない町」です。何が起
こっていたかといいますと、「文京地区、ナンタ
イ協」というのがあったのですけれども、今の学
生に聞けば難病対策協議会と思うでしょう。とこ
ろが違う。「南京虫対策協議会」というのです。
それは文京の区議会でも本当に超党派で、それか
ら医科歯科大の公衆衛生の先生たちも本気を出し
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て取り組んでいた。それから労働組合や地域各組
織が全部出て、南京虫撲滅運動をやっていたので
す。それで私はそこにセツラーとして入ったので
す。
せっかく医学部に来たので、私も何か医学的に

貢献しなくてはいけないというように考えました。
一晩に人間の身体に何匹南京虫が襲ってくるもの
かを調べようと考えました。布団の周りにはえ取
り紙をおいて、朝起き、はえ取り紙を見れば何匹
か寄ってきた奴が捕まるはずだというような実験
をした。また、モルモットをおい人間の大きさと
比較して、これだけのモルモットに何匹いるんだ
から人間の場合には何匹ぐらいいることになる、
その実験がことごとく失敗したのです。私は仕方
ないから、白衣を着て、区役所に行くと消毒液を
ばらまく体制があって、それを持って文京の町を
消毒して歩いた。そのセツルメントの拠点になっ
ていったのが、氷川下病院。あそこにおんぼろの
木造のたまり場があって、そこに医学部の学生、
それから教育、それから法律をめざしている連中、
いろいろな人が集まっていた。それが私が民医連
に突っ込んできた幕開けですね、きっと。
今の学生と、まるで違うなと思うのは、当時は

日本自身の中に激しい抜き身の貧乏というのが、
目の前にあった。当然のようにその中に医学生も
いた。医学生がマンションに住んで、車で学校に
乗り付けるなんていう、そんな奴はいやしなかっ
た。仮に経済的にそういう条件を持っている奴だ
って、そんなバカバカしいことは、みんなからボ
イコットを食うからしやしない。この４５年くらい
のあいだに、日本ががらっと変わった。社会もが
らっと変わった。その中で日本の若い世代の、も
のを感じたり掴んだりするものもがらっと変わっ
ている。私たちから見ると、なんて今の日本の学
生というのは、非政治的、非社会的、何を考えて
いるんだというように思うことがある。この天下
分け目の時代に。

●若い医師は世界の現場を踏め

司会 今の学生に聞きますと、比較的将来やりた
いことはＮＧＯで、海外でいろいろ貢献したいと
いう学生が結構多いのです。

高柳 多くなってきたのですか。民医連は日本の
中で、地域でずっと実践してきた。それに比べて
アジアをはじめ世界的なレベルでは、あまりにも
ほとんど仕事をしてこなかった。時に民医連の紹
介を頼まれて海外に出かけていくと、大変な共感
を受けます。そんな組織が日本にあるのという評
価をされて、もっとどんどん紹介してほしい、力
を貸せよ、というような話が返ってくるのです。
それで若井先生などがなさっている仕事からヒン
トを得て、民医連も日本のなかに縮こまって、お
山の大将みたいになっているのはまずいし、壁を
破ろうというのが、私の個人的な認識なのです。

若井 発展途上国のどこかの国のいくつかにプロ
ジェクトを持ったらいいじゃないですか。

高柳 そう、そう思っているのです。

若井 具体的にそういうふうに関わらないと、第
三世界のことは分からないですよね。実際に、一
番グローバリゼーションの影響を受けているのは、
アジア・アフリカ地域の貧しい人たちですから、
その現実を知らないでは、そういった人たちと一
緒に歩むということはできません。

高柳 そういう実践とか、体験とか、感覚とかが
ないと、今度は日本の中でやっていること自身が、
非常にかみ合わなくなってくるのでしょう。

若井 それに関連してですが、医学生の実習で自
由研究があって、研究室配属があるのです。そう
すると、１学年１００人のうち２０人くらいが私のと
ころに来たいというのです。

高柳 すごいね。

若井 それでいろいろなところにアレンジして、
今、ニカラグアに行っているのもいますし、ネパ
ール、バングラディシュとかに、みんな行きたい
というのが多いのです。彼ら自身が、今のバイオ
メディカルなものを中心にした医学教育とか、そ
ういったもので本当にいいのかなということを思
っているのではないかと。大学でメインストリー
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トとして教えられるのはバイオメディカルなリサ
ーチで、実際、先端医療を中心に教えられるわけ
です。そういう点ではむしろ若い学生たちのほう
が、そういうことは盛んに行っているのではない
かと思います。

高柳 私は今の学生は全然遅れていると思って、
ムカムカしていたのです。

司会 そういった派遣プロジェクトというのは、
ＮＧＯルートでやられるのですか、それとも政
府？

若井 いや、政府というよりも、政府はなかなか
難しいので、だいたい私が知っているというか、
関連のあるＮＧＯとか、そういったところを中心
に。あるいはよく理解してくれるような、ＪＩＣ
Ａ（国際協力機構）のプロジェクトで、私がたま
たまニカラグアのプロジェクトの国内委員長とい
うのをやっていることもあり、そういうルートを
通して、昨日もニカラグアに３人行ったのです。
そういったことでいろいろなチャンスをつかまえ
ては、学生たちは実際に行ってみたいと。

司会 それは５０年前のセツルメントの海外版みた
いなものでしょうか。

若井 学生たちも結構自分で見つけて、今までも
３、４人そういう人がいましたが、１年休学し、
アジア・アフリカの地域を１年かけて回って来る
というのが結構いるのです。

司会 そういう医学生はプライマリケアに、それ
とも先端医療に戻るのでしょうか。

若井 戻る人もいるのでしょうけれども、私も実
際フォローアップしたわけではないので分かりま
せんが、たとえその先端医療の現場に戻っても、
またどこかで何年かやったあとに、自分は満足し
ないと思うのです。ですからまたそのプライマリ
ケアとか、プライマリヘルスケアの現場、あるい
はＪＩＣＡとか、あるいはもっとアジア・アフリ
カとかそういうところで、自分の生きていく道を

探そうというようなことはあると思います。

司会 「国境なき医師団」というのがありますが。

若井 あれはインターンシップがあるのです。

司会 あれはやはりＮＧＯですね。

若井 保健医療系のＮＧＯでは最大のところです
ね。実際にその現場をつい最近、アフリカのアン
ゴラというところで見ました。わずかな給料しか
もらわないで、だいたい１年、せいぜい２年なの
ですが、本当にローカルな何もないようなところ
で働いています。

高柳 帰ってきているお医者さんたちの東京のた
まり場の１つが、私がいた大田病院です。大田病
院で働いて、また友だちを連れてきたりしている
ようです。間接的には少しはつながっているのだ
けれども、先生が指摘されているような面で、民
医連が組織的にきっちり自分たちの仕事の１つと
いうふうにはほとんど位置付けてこなかった。

司会 ＮＧＯの問題でよく言われるのは、援助の
し方といいますかアプローチのし方で、地域の本
当の幸せといいますか、社会開発を内発的にやる
のか、あるいは援助を与えっぱなしにするのかと
いう難しい問題があると思う。地域が医療水準も
上がって生活、命と暮らしをよくしていく、自分
たちでよくしていくための貢献というものを考え
ていかなければいけない。その時に、ダブルスタ
ンダードではいけないということがよく言われて
いる。つまり先進国は先進国の理屈でやって、第
三世界は第三世界の理屈でやって、こっちはこっ
ちということでは、本当のグローバルな幸せにな
らないということではないかなと思います。以前
キューバが医師団をよく海外派遣しておりました
が。

若井 今でもです。

司会 今でもそうですか。あれはどういうミッシ
ョン性といいますか、思想で行っているのでしょ
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うか。国境なき医師団と同じような感覚で出して
いるのですか。

若井 キューバには私も行きましたが、１つは、
キューバは医者あまりなのです。

司会 あまっているのですか。

若井 ええ。医者を中心にしてヘルスケアを構築
してきたので、看護師の数のほうが少ないのです。
それで発展途上国の至る所に送っています。実際
キューバがあれだけ保健医療で先進的な働きをし
て、先進医療もやっていますし、プライマリケア
のレベルでもやっているのです。とくに中南米と
アフリカを中心に、たくさんの医者を、うんと山
奥とかに派遣しています。彼らがその後どうなる
のかということを考えると、非常に難しいと思う
のです。医者を中心でやってきた保健医療でした
ので、看護師とかあまり育っていないのです。そ
ういう問題がありますけれども、でもカストロの
偉いところだったと思うのですが、やはり基本的
に人々の健康の問題を中心に据えて国造りをやっ
てきたのです。それで米国の圧力に屈せずにやっ
てきたということがやはり、あれだけ目と鼻の先
にある国でよくやってきたなと思います。カスト
ロもだいぶ年をとってきて、非常に小さいストロ
ークですけれども麻痺を起こしたり、実際には発
表されませんでしたけれども。対米政策としては
かなり米国と一緒にやって行かなくてはいけない
という方向に急速に進んでいます。

高柳 余談ですが、９．１１の前後に、向こうの女性
の厚生大臣みたいな人が全日本民医連に現れる予
定だったのです。それで文京区にある健生病院の
胸部外科の木村文平氏が連れて行くから話をして
くれというので、楽しみにしていたが、９．１１で来
日が中止になってしまいました。

●仏教と医療、宗教と社会問題

への取り組みの伝統

日隈 さっき仏教の話をおっしゃったのですが、
宗教的な遺産というか、伝統というものをどう考

えるかということ。それは考え直さなければいけ
ないと思っているのです。たとえば、古代や中世
に、寺院で医療をやってきた。奈良の般若寺など
はハンセン病患者の救済にあたっていたお寺だっ
たのです。そういう古代からの伝統があった。け
れども近現代になって、医療施設が発展して、つ
まり公的な医療というのができる。社会保障とい
うものもやれるようになってきた。そうすると、
そういうところから宗教は後退していく。それは
歴史の歩みなんだ、進歩なんだ。後退したら何を
するかといったら、それはいわば人間の内面の問
題、心の問題に限定されていく。それはむしろ宗
教の純化なのだという考え方がありました。
しかし、今、考え直さなければいけないなと思

っているのです。古代や中世において宗教のもっ
ていた医療の行為というものをどうみるか。私は
それはもっと積極的に評価していかなければいけ
ないのではないか、と。単にその当時に公的医療
がなかったから、宗教やお寺がそれを代わりにや
っていたというものではないのではないか。
もう１つはこういう面もあります。たとえば簡

単に言うと宗教、教団が社会事業などをやるのは、
それは邪道までは行かなくとも、宗教本来のあり
方ではないと。これは実は１９５０年代の終わり頃、
有名な仏教学者ですが、渡辺照宏という人が岩波
新書で『日本の仏教』というのを書いて、現実の
問題と取り組まない日本仏教を批判しました。土
木事業などいろいろな問題に取り組んだ空海など
を高く評価し、親鸞、日蓮などは低く評価しまし
た。当時、この『日本の仏教』は、学界をあげて
叩かれましたが。

高柳 渡辺先生がやられた。

日隈 つまりその当時の、私たちの常識というの
ですか、それ、宗教というのは本来、医療だとか
そういうものに関わるものではないのだと。本来、
心の救済なのだからというとらえ方がどうしても
あった。ですからそういう両方の面から見て、歴
史的な遺産としての宗教を考え直すことと同時に、
先ほど問題提起された、現代の宗教の取り組み方、
それはどうだろうか。それについて言えば、日本
の仏教教団は大変遅れていると思います。ようや
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く、例えば国際的ＮＧＯでいいますと、アーユス
という若手中堅のお坊さんたちの組織ですが、そ
ういうものが生まれておりますし、有志のボラン
ティアの組織や、例えばカンボジアで井戸を掘っ
ているお坊さんが出てきている。終末期医療に取
り組むところも出てきた。けれどもそれが教団と
なると、それは大変なのですね。
最近、西本願寺が、戦争中に出した本願寺から

の通達の失効宣言を出したのです。ようやく、６０
年近くたってね。これは国政の段階でいうと、明
治憲法と教育勅語の失効宣言というのは、戦後い
ち早く国会でやったわけです。それをまだ蒸し返
す勢力があるわけですが、教団ではそれがずっと
生きていたわけです、実際は効力はなくても。戦
争中、本願寺でいいますと、親鸞の『教行信証』
の中に天皇批判があるのです。そういうところを
削除するとか、戦争中そういうのをずっとやって
いるわけです。それを失効すると。これを初めて、
６０年近くたって本願寺がやった。それぐらい教団
の保守性は根強いですから、なかなか現代世界に
対して教団レベルで発信するというのは、難しい
面があると思います。しかし私は希望を持ってい
ます。そういう若い人たちに協力しなければいけ
ないと思っています。

司会 ヨーロッパで近代的国家ができる時に、チ
ャリティーを担っていた宗教、教会のところが、
だんだん公的な国家に、そういった福祉、病院だ
とかいろいろな福祉的なサービスを移行していく
ということがあったと思います。それが今また、
政府の失敗とか、市場の失敗とかということで国
家の役割が縮小に向かい、民衆とか市民自らの手
で、いろいろ国内のこともグローバルのことも、
取り組んでいかなきゃいけないという、新しい動
きが出てきた。
また教団全体の保守性云々というのは、やはり、

カトリックの場合でも、例えば、一時「解放の神
学」というのが、バチカンからがんがん言われた
ということもありますし、一方で、ヨーロッパで
いうと１９３１年ピオ１１世の回勅「クワドラシモ・ア
ンノ（４０年目）」が、社会正義を実現しなきゃい
けないというスローガンを出して、ファシズムと
スターリン主義的な共産主義に対抗して、非常に

個人を大事にする、ヨーロッパでいうと人格主義
的思想というのが出てきて、それは大きな役割を
果たしてきたのだと思います。また、聖書を読む
と、やっぱりキリストは癒しの人で、病気とかを
治したからみんなに信用されたというところがあ
るんじゃないでしょうか。

若井 それはもちろんあります。でもそれ自体が
中心的なものではないですね。結果として癒され
るのであって、癒されるために信じるというもの
ではなかったんですね。メッセージとしては。

高柳 もしそうだとすると、それはもうほとんど
新興宗教の領域ですよね。「病は治るし、商売繁
盛」という調子の。

司会 キリスト教は、貧困者に対する救済という
ことをかなり重視していたという普遍性を持った
と思いますね。日本では貧困の問題は、なんとな
く隅に置かれてしまうけれども、実は、われわれ
の豊かさとどこかの国の貧困が密接にリンクして
いるという意識がないと、結局、自分達の豊かさ
も、どんどん崩れていくという危険が今あるのだ
ろうと思います。

日隈 ちょっと若井さんにお伺いしたいのですが、
カトリックのほうでは、１９６２年からの第二バチカ
ン公会議がカトリック世界を大きく変える契機な
った。そして、１９９１年にヨハネ・パウロ２世の回
勅が出たのです。１８９１年のレオ１３世の回勅のちょ
うど１００周年を記念するものです。
１００年前の回勅は、勃興してきたヨーロッパの
社会主義思想や労働運動に対して、当時のカトリ
ック世界としてどう対応するかということだった
のです。その１００周年を記念して、ヨハネ・パウ
ロ２世の回勅が出たわけです。それはソ連などの
現実社会主義は敗北したけれども、では資本主義
が唯一のものかといえば、そうではないのだと。
資本主義のなかには不正や抑圧がある。搾取もあ
り、云々という、非常に優れた回勅が出たのです。
経済学者の宇沢弘文さんが「日本経済新聞」で、
実は法王から意見を求められたんのだと。この回
勅には宇沢さんの考えが反映されているようです。
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先ほど言われた「解放の神学」は、確か１９６８年
ですね。コロンビアのメジシンであった中南米の
カトリック司教会議で、この中南米の現実をみる
と、キリスト教共同体と彼らは言っていますが、
これを基盤にして解放のために闘わなきゃいかん
というふうになっていたんですね。その後いろい
ろあって、弾圧もされます。法王庁から破門され
た神父もいてね。先ほど、ニカラグアの話をされ
ましたが、ニカラグアの内閣にも神父が入ったり
して。だから、紆余曲折というか、変動はあるん
ですが、しかし、ああいう新しい神学が出来て、
貧しい、抑圧された人々と連帯し、あるいは連帯
っていうよりは、その人達とともに、新しい社会
をつくっていこうという、これは従来の世界の宗
教史では、かつてなかったことだと思っているん
です。
私の１つの体験談をお話ししますと、山陰地方

でカトリックの学園の先生たちと懇談する機会が
ありました。当然「解放の神学」の話にもなりま
してね。神父さんは、日本は豊かだから、日本に
は「解放の神学」はいらないとおっしゃるわけで
す。私は、それは確かに経済的にはアジア・アフ
リカの諸国から見ると豊かにはなっている。しか
し、日本は原爆を受けた唯一の国で、核戦争を防
ぐ、核兵器をなくすということでは、日本のカト
リックには「平和の神学」が必要ではないでしょ
うかと言ったわけです。その神父さんというのは
広島教区の方ですから、原爆の問題では、それは
その通りだという話になって、ようやく対話の接
点が見つかったのでした。アジアのカトリックの
場合、「民衆の神学」という。それぞれ、その土
地、民族の「解放の神学」にしていくというのが、
６０年代からずっと始まって、８０年代、９０年代と発
展してきているのではないでしょうか。そういう
点、プロテスタントの方はどうでしょうか。

司会 プロテスタントは、ばらばらですよね。

若井 それぞれの教派で、それぞれ異なった動き
をしていますし、米国で力を伸ばしているのは、
非常にファンダメンタルな、原理主義的な、そう
いった人たちが、かなり政治を動かしています。
ブッシュはそのようなところに支えられて動かし

ているというところがありますよね。宗教と政治
が結びついていく、くっついていくという点では、
非常に危険な動きです。

日隈 でも、例えば最初におっしゃった、キリス
ト教海外医療協力会に、その時に入られた、いわ
ば宗教的信条というのは、どのような。

若井 行こうというのは、ですから、キリスト教
徒であり、かつ、医師として、ということですよ
ね。

高柳 私がびっくりしたのは、さっきもちょっと
お話ありましたけれど、台湾に出かけていこうと。
もう、決意を固めて、それで中国語も勉強して、
実行していくという、その先生の、なんだかちょ
っと常識はずれの覚悟というか、いったい何によ
るかという。私もかなり常識狂っているほうなん
だけれども、本物の常識はずれの人を、久々に発
見した気持ちです。

若井 別にわたしにとっては、常識的なんですけ
れどね。

高柳 中国語を勉強して台湾で、それでキリスト
教のお話をしているわけでもなくて、医師として
仕事をする、そんな覚悟のようなものを持ってい
るのはどうしてですか。

若井 やっぱり、うーん、それはあれじゃないで
すか、やっぱり医師としては、必要としている人
がいれば、どこでも行くという、単純な考え方で
すよね。

高柳 単純というのはしつこいですね。

日隈 いや仏教では、例えば唐の時代に鑑真が、
何度も日本への渡航に失敗して、弾圧も受けて、
最後は目が見えなくなって、それでも日本に渡っ
て、正しい戒律、正しい仏教を伝えなきゃいけな
いという。そういう、何というかな、宗教的使命
感というか、そういうものを、私たちは、もっと
きちんと評価しなければいけない。そういう意味
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で言ったら、アジア・アフリカの植民地時代に、
キリスト教のたくさんの伝道師が行った。もちろ
ん、それは当時の帝国主義国の、植民地の拡張の
先兵になったという側面はあるのです。しかし宗
教的な使命感というものも、もっと再評価しなき
ゃいかんのではないかと思う。

高柳 私はたまたま教育会館で池明観（チ・ミョ
ングァン）さんのお話を直に聞きました。岩波新
書『韓国からの通信』の筆者のＴ・Ｋ生です。直
で見て、非常にすごいなと、人間を再確認したと
いうような気がしました。クリスチャンですよね、
あのかたは。非常に大変な時代を生きてきている。
あの独裁の時代、いろいろなネットワークが国際
的にもあったみたいですけれど、韓国の１つの革
命を成功させたキリスト教のイニシアチブという
のは、大変なものです。

日隈 韓国のいわゆる左翼は弾圧されてしまって
いたからね。

司会 ラテンアメリカで、「解放の神学」のもと、
どういう組織が実際にいろいろな地域でつくられ
るかというと、だいたいは自主管理型、協同組合
的な組織が多いわけですね。つまり、「解放の神
学」に基づいて、人々が貧困から立ち上がるため
に、自分たちがどういう組織をつくって、生産を
したり自分たちの利益を守ったりするかという時
に、私どもの言葉で言うと、非営利・協同組織が、
かなりラテンアメリカでも組織されている。それ
が実際の、例えば自分たちで工場をつくるとか、
共同住宅を建てるために組織するとか、あるいは、
ちょっとした信用機関をつくるとかする。先ほど
言ったカナダのデジャルダンにしても、第三世界
に支援するときに、魚を与えるのではなくて、魚
を捕る方法を教えるということで、どうやったら
自力更正ができるかということで、非営利・協同
組織をつくっていこうというような支援をしてい
ます。それは、一番最初に、いわゆるＮＧＯとＮ
ＰＯは違うとおっしゃったように、今の日本的な
動きは、確かに、雨後のタケノコのように怪しげ
なのができて、自分たちの利益のために実はやっ
ているということで、社会的なミッション性、政

治性というものが極めて欠けているわけです。実
際、世界でいろいろ真面目にやっている組織とか、
そういうものは自分たちの社会的使命というもの、
あるいは社会的価値というものを明確に出しつつ
やっている。最近は、社会サービスの分野、福祉
の分野で、やはりそういった非営利・協同組織、
社会的連帯とか、社会的使命、社会的責任をもっ
た事業組織というものを広げていくことが大事だ、
というふうに議論が進んできているのです。その
なかで、そういうことをやってきた中心的な組織
は、ヨーロッパでいうとキリスト教的な母体をも
ったところが中心になってきたというのが特徴的
で、その使命感というのは、宗教者は、個人的な
価値観から根ざしているわけですけれど、無宗教
な人は、比較的なにか組織に寄り掛かったり、属
性が私自身というところにあまり立たなくて、自
分はこういうところに属しているメンバーだから
とか、そういうところで踏ん張りきれないような、
視野が狭くなるところも、一部、あるかもしれな
い。

●今後の非営利・協同の世界で

果たす役割

高柳 私がＮＰＯというのをかなり意識している
のは、日本でも、世界的に見ても、やっぱり帝国
主義的な流れと、今の時代の新自由主義的な流れ
とを、断固拒否しなきゃいけないと思っているの
です。そんな力がどこで形成されるかという１つ
の場として、ＮＰＯを重視しています。ＮＰＯで
は、具体的な、直接的なサービスを生みだしたり
分け合ったりということが第一ですけれども、同
時にそこで、今までパワーを持ち得なかった人た
ちが、具体的に実践しながら力をつけていく。批
判されているように、ＮＰＯには国家論が弱いよ
うです。国家論なしのＮＰＯ運動というのは、あ
てにならない面があります。私がセツルメントの
時に、ブントの諸君は「お前、ゴミ掃除やってい
るのか、日本の社会の矛盾をね、お前がやってい
るのは隠蔽していることなんだ」、矛盾を激化さ
せて民衆を立ち上がらせる、そんな議論だった。
ところがそこに具体的に、ゴミ掃除をしながら、
たくさんの人が力をつけていく、力をつけ始めて
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いるらしいという考えに僕は立っていた。まあち
ょっと願望も入っているんだけれど。政治的な現
局面の課題は、はっきりしてきている。世界銀行
とかＷＴＯとかのやらかしていることを、断固や
っつけるというなかに、ＮＧＯもＮＰＯもありや
しないかというふうに思っているのですけれども。

司会 ヨーロッパの動きを見ていますと、ＮＧＯ
とＮＰＯは、比較的リンクしているような気がす
るのです。というのは、例えば若井先生たちの編
集した本にも書かれていたトービン税導入の問題
は、ヨーロッパでは５年くらい前に、国際的社会
連帯基金を設置しようという動きがあって、ＧＮ
Ｐの３パーセントぐらいを連帯税として、第三世
界にやろうということが、かなり、国内のいろい
ろな社会運動団体とか、非営利・協同組織とか、
あるいは労組が中心になって行っていたわけです。
そういう点では、日本の運動に比べると、ナショ
ナルな問題とグローバルな問題は、運動している
人たちにとっては、割とリンクして考えられてい
るというところがあると思います。日本のいろい
ろな平和運動とか社会運動は、ヨーロッパに比べ
ると、あんまり海外支援をしない。表敬訪問的な
ことはやったりするけれども、先ほど、若井先生
がおっしゃったように、具体的なプログラムでつ
ながらなければわからないということを、これか
ら大事にしていかないと、単なる表敬訪問みたい
なもので、終わってしまう危険があります。

若井 民医連もどこかに、プロジェクトを持った
らいいんですよ。いくらでもありますからね。要
請はありますから。

司会 ニカラグアに一緒に行くとかですね。

高柳 若い研修医なんかも行ったらいい。

若井 １週間でも２週間でもいいですから、まず
は見てきてから研修するとか、あるいは研修終わ
ってから見に行くとか、そういうプログラムをも
つと非常にいいと思いますね。研修必修化に来年
度からなるために、２年間は病院にはりつけられ
てしまいますから、そういうところで、その前に、

頭が新鮮なうちにやらないと、２年間の研修必修
化のなかで埋もれちゃいますよね。自分はこうい
うことやりたかったのに、というのが、だんだん
忙しいなかで、こき使われてしまうということに
なりますので、ぜひ、そういうプログラムをやら
れたらいいと思いますけれどね。

高柳 若井先生の本で、人間の価値が、先進国と
こんなに違うと、何百万円で何人救えるんだと書
いていますが、これはもうとても印象深いですね、
あれは。これは先生の実際のネタですよね。

若井 いろいろ考えたネタです。

高柳 脳外の手術にいくらかかると。これを持っ
ていって何人救えるだろうと。

日隈 衛星テレビで、アメリカの医療のことをや
っていまして、アメリカでは保険に入っていない
人は４，４００万とかいるという。いかに医療を受け
られない人が多いか。また何かの手術をしたが、
何十万か何百万か請求されて、払えないから破産
する人もいるという。

若井 日本もなりますよね。自己負担がどんどん
増えていきますね。

高柳 それですってんてんになってね、自分の家
も売っていった。すってんてんになって、仕方が
ないから家族ぐるみでホームレスという。日本の
中にも南北問題が、強烈な勢いで生まれつつあり
ますね。それに拍車がかかってきますからね。な
んとか、もちろん日本だけ幸せになろうなんて馬
鹿なことはできないけれども、かなり有機的に局
面をとらえれば、可能性はちょっとありそうな気
もしますけどね。どうも政治の反動的な流れのほ
うが激しくて、ややこうね。しばらく絶望のほう
に向かっていくのかなんていうね。世界を見てい
て、若井先生は日本の現状をどんなふうに見てい
ますか。

若井 日本の政治には、明らかに方向がないです
からね。むしろ、日本の場合は、外からの圧力に
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弱いじゃないですか。だから、そういう点では、
例えば外で働いている日本のＮＧＯの人たちが、
逆に、外から日本のなかに発信していくというこ
とを、もっと積極的にやる必要があると思います
ね。ＮＧＯで自分たちがこう、自己満足と言った
ら悪いですけれども、自己満足的に完結してしま
うのではなくて、政治的な発言、あるいは政治的
な動きというですね、ＮＧＯだから政治的であっ
てはいけないということは決してないので、むし
ろＮＧＯだからこそ、非常に政治的であるという
こと、いい意味で政治性ということはやはり強調
しなくてはいけないだろうと思いますよ。

高柳 若井先生は私より政治的だなと思っている
のよ、あきれ返った。僕はかなり政治的な人間だ
と思ったのに、こんなにしつこく政治的に考えて
いる人がいたのかと。前の本『学び・未来・ＮＧ
Ｏ』時は、とても、こう心が休まるような、癒し
で読んだ。『平和・人権・ＮＧＯ』の方はかなり
戦闘的ですね。

若井 戦闘的ですよ。

● 賀川豊彦について

日隈 賀川豊彦にふれますと、おっしゃったよう
に、彼は非常に多面的な活動をした人ですよね。
もちろんキリスト者としての宗教活動、それから
平和運動、労働運動の仕事をしている。あの１９２１
年の川崎・三菱造船所の大争議、まだ日本共産党
のできる前の年で、そういう意味では先駆的な労
働運動の指導者です。
それから、水平社の運動、つまり部落解放運動。

政党設立活動もしたし、おっしゃったように協同
組合運動や、今の神戸の灘生協なんかの生協運動
の先駆者でもあり、日本農民組合の運動もしまし
た。そういう意味では驚異的な人で、それだけに、
戦後アメリカは、彼に非常に期待したこともあっ
た。
ただ、部落問題では、彼は部落人種起源論を展

開した（『貧民心理之研究』）。キリスト新聞社が
賀川全集を出したとき、最初はそのまま載せてい

たのです。これに解同系のグループがくらいつい
たのです。歴史的な文献ですから、載せて、ちゃ
んと正しい解題をつければいいんですよ。攻撃さ
れたので、今度は削除しちゃったんです。それで
は正しい賀川像が伝わらない面が生まれていると
思います。あの当時は、社会科学的な部落問題の
研究というのがまだまだですから。彼がまだ２０代
の若い頃です。

司会 イギリスの社会学者のアンソニー・ギデン
スが『社会学』という本を書いているのですが、
その中に、日本の部落民という記述が１０行ぐらい
あって、エスニックグループと書いています。そ
れは一種の誤解ですが、でも、彼らから見ると他
に理解のしようがないのですね。
ヨーロッパにはジプシーとか、移民とか、エス

ニックがいて、彼らは少数人種民族だから、これ
を差別するというのはある意味で理屈がつけやす
い。しかし、日本で、同じ日本人を、単に貧困で
差別するのはわかりますけれども、部落差別とい
うとまったくロジカルじゃないので、あのギデン
スさえも、それはおそらくエスニックグループだ
からだろうと考えるのが当然だと思いますよね。
だから、賀川豊彦が当時そういう認識をしたと

いうことについては、アカデミックな文献として
はきちっと残すというのが、賀川の全体像を見る
のに大事だと思います。

日隈 賀川夫人が、あとで、「賀川のこの２７歳の
時の書物は、その後７２歳の逝去の日までの永い活
動そのものを通して、訂正し償ってきたことが明
らかになることが、大切ではないでしょうか」と
述べていることを鳥飼慶陽牧師が紹介しています
（『賀川豊彦と現代』）。そういう毅然としたもの
が、出版社にもほしかったと思いますが。

司会 あの当時、賀川がなぜあれだけの精神的な
社会思想とか、運動観を持ったかというと、やは
り当時の世界のキリスト教の動きからそうとうの
アイデアと情報をもらっているのだと思います。
そうでないと、あれだけの運動はできないと思い
ます。
歴史的には、日本のいろんな社会運動の先駆的
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な人々の中には、キリスト者が多く含まれていた
と思います。

日隈 おっしゃるように、初期の労働運動、社会
主義運動の指導者の多くはキリスト教の出身です
から、キリスト教とのつながりは非常に強い。
それからもう１つ、さっき言い忘れたのですが、

賀川の多面的な活動の１つに関東大震災での救援
活動があります。だからそれは今度の兵庫の大地
震のボランティア活動などの、本当の先駆的な活
動をした人ですよね。
上京して、関東大震災だけではなくて、その後

のいろんな震災の救援活動もします。労働運動、
農民運動、平和運動、それから部落解放運動に、
そして、救援活動。その上に、いやその上じゃな
くて、もともとその土台にあるキリスト教の、宣
教活動というのがあって、そういう意味ではもの
すごく多面的な人だったと思います。ＮＧＯ、Ｎ
ＰＯの元祖みたいな人ですよ。

●ＮＧＯ、平和、人権

日隈 ＮＧＯの資金は、どういうふうにしている
のですか。

若井 ＮＰＯ、ＮＧＯでもメディアに出ると資金
が集まりやすくなるんですね。

司会 政府的非政府組織というＧＮＧＯというよ
うなものもある。

日隈 若井先生が書かれたのは、その中で優れた
ＮＧＯを編集されたのだろうなと思います。

高柳 それはそうですよね。

若井 いい加減なＮＧＯは本に出していません。

高柳 本物はこれだと。

日隈 そのように感じましたよ。

高柳 私はエイズの話を担当した先生の話などを

みて、頑張れば何とかなるんだというメッセージ
に、ちょっと圧倒されましたね。ブラジルなどで
も、頑張ってみんなが要求し始めると、政府が薬
を確保し始めている。最初のうちはほとんど絶望
的な感じでしたが。

若井 今や、エイズの薬は非常に安価に、１人に
対して１日１ドルぐらいの値段で提供されるよう
になりましたけどね。ですからそれも、ある意味
でこう、世界的なＮＧＯのネットワークの力で、
ＷＴＯとかそういった、それから先進８カ国のい
ろいろな政策に対して、対抗する形で、ＮＧＯが
全体としてまとまって動いた１つのいい例ですよ
ね。

日隈 しかし恐るべきは、貧困の危機の中のエイ
ズ蔓延。それへの治療・対策を大製薬会社が妨害
するんですからね。これはもうビックリした。

高柳 ビックリしますよね。それの中でいちばん
一生懸命に旗を振っているのは日本だというのが
ね。日本の外務省と製薬会社が。たまたま日本人
が知らないだけでね。

司会 狭い顔の見える範囲としてのローカルコミ
ュニティだけではなくて、はやり、グローバルコ
ミュニティということも視野に入れて、今後ＮＧ
Ｏとの協力、協同ということを進めながら、両方
のコミュニティをローカルにもみるし、グローバ
ルもリージョナルに見ていく、そういう協力関係
をつくらなければいけないということが、今回こ
の座談会を通じて非常に感じたことであります。
最後に一言づつお願いします。

若井 先ほど話は全部してしまったことですけれ
ども、ＮＧＯ（私はＮＰＯという言葉は嫌いなの
です）で働くにしても、あるいは、どこで働くに
しても、自分の政治的姿勢というのは絶えず問わ
れていくと思います。それはいい意味での政治性
というものを、１人ひとりがもっていることだと
思います。
そうでないと、私たちがどこに自分が立ってい

るのかということを見失ってしまうと思います。
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それは今、私が大学の教員をしているという中で、
やっぱり大学の中にこもってしまって、学生を指
導したりそういったことだけ、研究をやっている
だけでいいということに止まってしまう危険性と
いうのはいつもあるのです。
ですから、そういう点でいつも、ある意味ＮＧ

Ｏに関わったり、人々の中に入っていったりする
ことで、絶えず自分がリフレッシュされていくと
いうか、新たな展開に自分がチャレンジしていく
ということができるのではないかと思っています。

日隈 先ほど私、世界を動かす原動力の１つとし
て、植民地体制の崩壊に触れましたが、それが単
に崩壊しただけじゃなくて、非同盟諸国運動、非
同盟運動として大きく発展して、国連の中でも大
きな位置を占める。それに対して国連の決議を無
視して、イラク侵略をやっているような米英との、
ここも闘いですね。それは政治的な闘いだけでは
なくて、実は、その非同盟諸国、非同盟運動の中
心になっている、アジア、アフリカ、ラテンアメ
リカ、中東での貧困がますます増大し、そういう
貧困を原因とする諸問題が深刻化している。それ
にもっと目を向けていかなきゃいかんと思います。
それではどういう社会を目指すのかというと、

従来のような社会主義体制というのは崩壊すべく
して崩壊したわけで、しかし、利潤第一主義とい
うのは、依然として世界を支配している。これを
乗り越える社会を創っていく。それは私たちのこ
れからの実験でもあるし、これはいろいろな思想、
信条、宗教の違いを超えた人たちとの協力以外に、
あり得ないのではないか。私は自分の専門の分野
が宗教ですから、とくに宗教者、宗教団体のみな
さんと力を合わせる以外には、それはつくり出せ
ないのではないか、というのが感想です。

高柳 私はこの本を読ませていただいた時から、
かなりたくさん、いろいろな勉強をしましたけれ
ども、この構造的暴力、今、日本が積極的にそれ
を拡大するような方向に動こうとしてるという意
味で、日本の憲法の問題というのは極めて重大な

局面にあると思います。

日隈 そうです、そうです。若井さんが、御本の
最初に日本の憲法を、日本から発信せよというこ
とをおっしゃっている。

高柳 それで具体的には、片方で戦争で、片方で
その生存権を奪っていくという、国民自身も被害
者になっている。他では加害者になっていくとい
う、今の憲法をその平和的生存権というところで
がっちりおさえて、それで広範な人たちとディス
カッションを巻き起こして、それで日本の支配層
が意図していることを根本的にえぐり出すという
か、共通の認識にしていく。そこに、抵抗の力が
形成されてくる可能性というのが、６０年の安保、
いろいろな労働戦線とか学生運動とか、そういう
のが後退していますけれど、一方で、ＮＧＯ、Ｎ
ＰＯ、いろいろな意味での市民層の自覚という力
量も高まっている。その共通のテーマになるとい
うか、ここはちょっとこの２、３年勝負なんじゃ
ないかなというふうに。

若井 多分そうですね。

高柳 ここでちょっとゆるんでいると、まぁ長い
歴史を考えれば「やがてその矛盾も克服される」
なんて書かれたりね。その間にこっちがこてんこ
てんになってるなんていうんじゃね、どうも面白
くないと。

若井 憲法第９条はやっぱり死守するという立場
で、市民として動かないといけないと思います。
今回の選挙にしてもそうですけれど、それが曖昧
になってきて、そのうち憲法改正されているとい
う危険性があると思います。

高柳 今の発言を１ヶ月前ぐらいにすれば、選挙
の役に立ったけどね。

（２００４年７月９日実施）
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